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■論　文

正規と非正規の就業形態および
その賃金格差の要因に関する日中比較（下）

馬　欣欣

はじめに

１　先行研究のサーベイと本稿の特徴

２　分析の枠組み（以上，601号）

３　計量分析の結果（以下，本号）

まとめ

３　計量分析の結果

（1）正規者と非正規者の賃金関数の推定結果

中国と日本における正規者と非正規者の賃金関数に関するスイッチング分析結果を表３から表６

で表している。以下では，スイッチ関数と賃金関数の推定結果について説明する。

まず，スイッチ関数の分析結果を用い，日本と中国において，正規就業者のグループに属する規

定要因を見る。

第一に，経験年数の影響について見る。中国の男性と女性，日本の男性の場合，いずれも経験年

数の上昇とともに正規者になる確率が上昇し，ある経験年数を超えると，経験年数の上昇とともに

正規者になる確率が低くなる。一方，日本女性の場合，経験年数が正規者になる確率に有意な影響

を与えていない。

中国の場合について考えると，男女とも，この結果は国有企業の雇用調整に関連すると考えられ

る。国有企業の改革に伴って，一部の中高年者がレイオフ失業者になり，彼らが再就業する場合，

ほとんど非正規就業者として雇用されるため，男女とも，経験年数の上昇とともに，非正規者にな

る確率が高くなると考えられる（馬　2008ｃ）（10）。

日本の場合，男性については，中高年層での正規者としての中途採用が少ないため，中高年層に

なるほど，正規者より非正規者として就業する可能性が高くなると考えられる。一方，女性につい

¡0 稿では，経験年数の算出が標準的ミンサー型の賃金関数に従って行われた。つまり前述のように「経験年

数＝年齢－教育年数－６」のよう算出したため，経験年数は年齢との相関関係が強いと考えられる。その相

関関数は中国が0.9571，日本が0.8761である。
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表３　中国における女性の正規者と非正規者の賃金関数

（Maximum-likelihood estimation of switching regression model）

正規 非正規 スイッチ関数（正規）

係数 t値 係数 t値 係数 z値

人的資本 経験年数 0.0240 ** 5.03 0.0104 1.43 0.1020 ** 8.36

経験年数二乗 －0.0003 ** －2.66 －0.0001 －0.57 －0.0021 ** －7.59

（高校＋高専）

中学以下 －0.1937 ** －6.46 －0.1733 ** －3.72 －0.2256 ** －3.43

短大 0.1904 ** 7.13 0.0713 1.18 0.3364 ** 4.71

大学 0.3993 ** 10.39 －0.0020 －0.02 0.7308 ** 5.65

職業 （事務職）

管理職 0.0635 1.49 －0.3556 * －2.02 0.7005 ** 4.62

専門技術職 0.0355 1.31 －0.1018 －1.25 0.4495 ** 5.77

現場生産職 －0.1486 ** －4.80 －0.2834 ** －3.99 0.1353 ＋ 1.70

その他 －0.3072 ** －7.48 －0.2047 ** －3.68 －0.8111 ** －11.71

企業規模 （１～99人）

100～499人 0.0573 * 2.20 －0.0346 －0.63 0.6046 ** 9.92

500～999人 0.0552 1.58 0.0131 0.16 0.6166 ** 6.89

1000人以上＋官庁 0.1653 ** 5.38 0.1192 1.48 0.8670 ** 10.91

産業 （第二次産業）

第一次産業 0.0408 0.66 0.1022 0.36 0.7930 ** 3.44

第三次産業 0.2582 ** 10.13 0.0061 0.10 0.1972 ** 2.86

地域 （P１）

P２ －0.7640 ** －15.82 －1.2255 ** －11.81 0.5638 ** 4.60

P３ －0.5677 ** －11.43 －0.8064 ** －10.71 0.1703 1.59

P４ －0.4749 ** －9.99 －0.6811 ** －7.94､ 0.3709 ** 3.38

P５ －0.6909 ** －13.10 －0.8786 ** －8.81 0.4499 ** 3.49

P６ －0.8762 ** －18.51 －1.1781 ** －13.35 0.5251 ** 4.61

P７ －0.6300 ** －13.63 －0.9208 ** －10.75 0.4194 ** 3.79

P８ 0.0362 0.74 －0.2705 ** －3.49 －0.1200 －1.16

P９ －0.4853 ** －7.96 －0.6700 ** －6.52 0.2530 ＋ 1.76

P10 －0.5133 ** －10.06 －0.9232 ** －11.28 0.2059 ＋ 1.85

P11 －0.4758 ** －10.17 －1.0110 ** －9.24 0.7193 ** 6.16

P12 －0.7322 ** －13.56 －1.1195 ** －10.88 0.4733 ** 3.71

婚姻状況 配偶者あり 0.1318 1.49

職業経歴 失業経験有り －1.3462 ** －20.81

定数項 1.5447 ** 19.64 1.5360 ** 12.89 －1.2058 ** －7.91

athρ1 0.3175 ** 4.49

lnσl －0.6376 ** －43.46

athρ2 0.5100 ** 6.13

lnσ2 －0.3344 ** －13.59

標本数 2945 1408 4353

LR検定 chi2（1）＝18.88 Prob＞ chi2 ＝ 0.0000

対数尤度 －3952.00

出所：CHIP2002より推定。

注：＋，*，**はそれぞれ有意水準10％，５％，１％を示す。



88 大原社会問題研究所雑誌　No.602／2008. 特別号

表４　中国における男性の正規者と非正規者の賃金関数

（Maximum-likelihood estimation of switching regression model）

正規 非正規 スイッチ関数（正規）

係数 t値 係数 t値 係数 z値

人的資本 経験年数 0.0264 ** 6.96 0.0435 ** 5.62 0.0664 ** 5.37

経験年数二乗 －0.0004 ** －4.47 －0.0009 ** －4.97 －0.0009 ** －3.82

(高校＋高専)

中学以下 －0.1523 ** －6.48 －0.0906 ＋ －1.87 －0.1840 ** －2.83

短大 0.1592 ** 6.99 0.2180 ** 3.31 0.2090 ** 2.87

大学 0.3324 ** 11.72 0.4999 ** 5.28 0.1547 ＋ 1.66

職業 （事務職）

管理職 0.0968 ** 3.67 0.0470 ** 0.40 0.2627 ** 2.64

専門技術職 0.0725 ** 2.89 0.1433 ＋ 1.70 －0.0938 －1.16

現場生産職 －0.0416 ＋ －1.63 －0.0512 －0.70 －0.3140 ** －4.10

その他 －0.2461 ** －4.71 0.0589 0.76 －1.4454 ** －16.87

企業規模 （１～99人）

100～499人 0.0542 * 2.38 0.0366 0.65 0.5780 ** 9.48

500～999人 0.0758 ** 2.59 －0.0502 －0.60 0.6591 ** 7.86

1000人以上＋官庁 0.1821 ** 7.19 0.0139 0.17 0.9556 ** 13.17

産業 （第二次産業）

第一次産業 0.0516 1.21 －0.0687 －0.31 0.5611 ** 2.93

第三次産業 0.2656 ** 13.50 0.0003 0.01 0.1604 ** 2.69

地域 （P１）

P2 －0.6904 ** －17.82 －0.9136 ** －8.03 0.6146 ** 4.93

P3 －0.4494 ** －11.97 －0.6556 ** －7.68 0.1210 1.17

P4 －0.4015 ** －10.64 －0.7373 ** －7.92 0.2101 * 1.97

P5 －0.5680 ** －13.68 －0.9187 ** －8.77 0.2880 * 2.32

P6 －0.7906 ** －20.37 －0.8999 ** －8.95 0.5004 ** 4.20

P7 －0.5582 ** －14.61 －0.9365 ** －9.85 0.3268 ** 2.89

P8 0.0423 1.02 －0.0801 －0.94 －0.3376 ** －3.29

P9 －0.4109 ** －8.57 －0.6004 ** －4.71 0.2047 1.44

P10 －0.5223 ** －12.67 －0.9692 ** －10.89 －0.0016 －0.02

P11 －0.5123 ** －12.90 －0.9316 ** －7.99 0.5464 ** 4.55

P12 －0.6091 ** －13.89 －1.1222 ** －10.18 0.4453 ** 3.38

婚姻状況 配偶者あり 0.1963 * 1.96

職業経歴 失業経験有り －1.5858 ** －23.05

定数項 1.4812 ** 22.69 1.0996 ** 8.09 －0.4990 ** －3.25

athρ1 0.3442 ** 4.27

lnσl －0.6601 ** －52.65

athρ2 0.5174 ** 7.22

lnσ2 －0.3213 ** －13.60

標本数 4194 1273 5467

LR検定 chi2（1）＝17.39 Prob＞ chi2 ＝ 0.0000

対数尤度 －4813.15

出所：CHIP2002より推定。

注：＋，*，**はそれぞれ有意水準10％，５％，１％を示す。
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表５　日本における女性の正規者と非正規者の賃金関数

（Maximum-likelihood estimation of switching regression model）

正規 非正規 スイッチ関数（正規）

係数 t値 係数 t値 係数 z値

人的資本 経験年数 0.0711 ** 3.41 0.0257 1.45 －0.0322 ＋ －1.63

経験年数二乗 －0.0010 * －2.28 －0.0003 －0.94 0.0005 1.29

（高校＋高専）

中学以下 0.6334 1.11 －0.4070 ＋ －1.72 －0.7702 * －2.01

短大 －0.1427 －0.99 0.0997 0.76 0.2239 1.74

大学 0.1647 0.98 0.2441 1.52 －0.0584 ** －0.38

職業 （事務職）

専門技術職 －0.1399 －0.88 0.0023 0.01 0.4089 ** 2.65

現場生産職 －0.1316 －0.59 －0.2766 －1.42 －0.5062 ** －2.68

その他 0.2952 ＋ 1.85 0.3643 ** 2.77 －0.5403 ** －4.23

企業規模 （１～99人）

100～499人 －0.0685 －0.47 －0.2259 ＋ －1.66 0.3479 ** 2.64

500～999人 0.1301 0.46 －0.0333 －0.13 0.2257 0.89

1000人以上＋官庁 －0.0258 －0.18 －0.2057 －1.46 0.3898 ** 2.95

産業 （第二次産業）

第一次産業 －0.2410 －0.87 －0.1695 －0.66 0.2491 1.00

第三次産業 0.1006 0.58 －0.2221 －1.30 －0.1621 －1.02

地域 （P１）

P２ －0.9740 ** －2.7 －0.6842 * －2.28 0.6149 ＋ 1.93

P３ －0.4519 －1.38 －0.0603 －0.24 0.0946 0.33

P４ －0.7741 * －2.31 －0.3048 －1.14 0.3238 1.10

P５ －0.4423 －1.26 －0.1693 －0.63 －0.1370 －0.45

P６ －0.6171 ＋ －1.69 －0.2589 －0.87 0.2362 0.73

P７ －1.0035 * －2.36 －0.2074 －0.57 0.5199 1.36

P８ －0.7535 * －2.16 －0.2796 －1.03 0.1763 0.57

婚姻状況 配偶者あり －0.2000 ＋ －1.74

職業経歴 失業経験有り －0.9064 ** －5.19

定数項 7.7889 ** 19.49 6.4033 ** 17.42 0.1691 0.47

athρ1 －1.5548 ** －10.02

lnσl 0.0795 ** 1.31

athρ2 0.8235 ** 5.35

lnσ2 0.0942 ** 2.01

標本数 271 493 761

LR検定 chi2（1）＝41.99 Prob＞ chi2 ＝ 0.0000

Log likelihood －706.16

出所：KHPS2004より推定。

注：1. ＋，*，**はそれぞれ有意水準10％，５％，１％を示す。

2.  KHPS2004において，日本女性の正規者と非正規者における管理職のサンプルが少ないため，管理職を「その他」

に入れて計測した。



90 大原社会問題研究所雑誌　No.602／2008. 特別号

表６　日本における男性の正規者と非正規者の賃金関数

（Maximum-likelihood estimation of switching regression model）

正規 非正規 スイッチ関数（正規）

係数 t値 係数 t値 係数 z値

人的資本 経験年数 0.0571 ** 6.17 －0.0051 －0.23 0.0401 * 2.29

経験年数二乗 －0.0007 ** －3.67 0.0007 1.57 －0.0013 ** －3.64

（高校＋高専）

中学以下 －0.0753 －0.70 0.0668 0.28 0.0827 0.46

短大 0.2340 ** 2.58 0.1993 0.80 －0.1863 －1.09

大学 0.2106 ** 3.96 0.1109 0.69 －0.0774 －0.70

職業 （事務職）

管理職 0.1102 1.22 0.2262 0.51 －0.1060 －0.40

専門技術職 0.0937 1.19 0.5837 ＋ 1.62 －0.7084 ** －3.27

現場生産職 －0.0350 －0.45 0.4377 1.23 －0.8283 ** －3.96

その他 －0.0893 －1.18 0.4407 1.29 －1.0536 ** －5.16

企業規模 （１～99人）

100～499人 －0.0581 －0.95 －0.8964 ** －3.83 0.8773 ** 6.47

500～999人 －0.0050 －0.05 －0.3920 －1.12 0.7789 ** 3.81

1000人以上＋官庁 0.2367 ** 4.28 －0.8226 ** －3.73 1.0107 ** 8.24

産業 （第二次産業）

第一次産業 0.1823 1.42 －0.0505 －0.20 －0.4839 * －2.42

第三次産業 0.0767 1.50 0.0402 0.24 －0.0330 －0.30

地域 （P１）

P2 －0.2479 ＋ －1.89 0.7681 ＋ 1.93 0.0535 0.20

P3 0.0461 0.41 1.0113 ** 2.91 －0.1066 －0.46

P4 －0.0094 －0.08 1.0495 ** 2.86 －0.0449 －0.18

P5 0.1940 ＋ 1.63 1.2711 ** 3.56 －0.5235 * －2.17

P6 －0.0145 －0.10 1.1256 ** 2.75 －0.0790 －0.28

P7 －0.0089 －0.05 0.6884 1.32 －0.3973 －1.15

P8 －0.0429 －0.34 0.8663 * 2.26 －0.1185 －0.46

婚姻状況 配偶者あり 0.5016 ** 4.77

職業経歴 失業経験有り －0.6589 ** －4.76

定数項 6.8147 ** 39.55 4.3803 ** 8.01 0.8068 * 2.20

athρ1 －1.3269 ** －11.11

lnσl －0.4423 ** －14.48

athρ2 1.6609 ** 9.41

lnσ2 0.2882 ** 4.70

標本数 800 320 1120

LR検定 chi2（1）＝58.88 Prob＞ chi2 ＝ 0.0000

対数尤度 －1140.77

出所：KHPS2004より推定。

注：＋，*，**はそれぞれ有意水準10％，５％，１％を示す。



ては，中高年層においても，若年層においても，非正規就業者が増加している。具体的に言えば，

学卒後，正規として雇用された女性就業者が，出産・育児期に労働市場から退出し，子供が大きく

なると，再び非正規者として労働市場に参入する。そのため，経験年齢の上昇とともに，既婚女性

が非正規者になる確率が高くなる（四方・馬　2006）。一方，1990年代以降，若年層のフリーターの

増加に伴って，年齢が若い非正規者も増加している（酒井・樋口　2005）。この２つの効果を相殺し

た結果，日本女性の場合，経験年数が正規者になる確率に有意な影響を与えていないと考えられる。

第二に，教育水準の影響を見る。中国の場合，男女とも，高学歴ほど，正規者になる確率は高く

なる。これらの推定結果は，人的資本理論に整合している。一方，日本の場合，学歴が男性の正規

就業の確率に有意な影響を与えておらず，しかし，女性の確率には，影響を与えている。つまり，

高卒に比べ，大卒の場合，女性が正規就業者になる確率は低い。日本女性に関する分析結果は，樋

口（1991）に一致している。この理由について，以下のようなことが考えられる。出産・育児期に

大卒女性が正規就業の職場から離れれば，その後に再就職をしても，ほぼ非正規就業者になるため，

高学歴者の正規就業の確率は，低学歴者より高くないと考えられる。

第三に，他の要因の効果について見る。①日本においても，中国においても，男女とも，企業

規模が大きいほど，正規就業者になる確率が高くなる。

②日中とも，失業経験をしなかった者に比べ，失業経験をした者の場合，正規就業者になる確

率は低い。この理由については，以下の２点が考えられる。まず，労働供給側から見ると，人的資

本理論によれば，失業経験をしなかった者に比べ，失業により，蓄積された人的資本が損失する可

能性が高い。そのため，正規就業者になる可能性は，失業経験者のほうが失業経験をしなかった者

より低いと考えられる。次に，労働需要側から見ると，シグナル理論によれば，企業は，失業経験

をしたことを，労働者自身の能力が低いシグナル（signal）とする。そのため，失業経験者が能力

不足の労働者と評価され，非正規者として雇用されると考えられる。また，男女を比較するとこう

した失業経験の影響は，女性が男性より大きい。

③婚姻状況の影響については，日中とも，男性の場合，正規就業者になる確率は，有配偶者が

無配偶者より大きい。一方，女性の場合，婚姻状況の影響は，中国が日本とは異なる。具体的にい

えば，中国女性の場合，配偶者の有無が正規者になる確率に有意な影響を与えていないが，日本に

おいて，無配偶者に比べ，有配偶女性の場合，女性が正規就業者になる確率は低い。これらの分析

結果について，以下のことが考えられる。まず，労働供給側において，新古典派労働経済学理論に

よれば，以下のことが説明されている。労働時間あるいは就業形態の選択は，留保賃金

（reservation wage）（11）と市場賃金（market wage）によって決定される。市場賃金が留保賃金を上

回れば，就業を決定する。労働者の余暇が上級財である条件下では，市場賃金が一定であれば，留

保賃金が上昇すると，労働時間が減少すると考えられる。無配偶者に比べ，有配偶者の場合，出

産・育児によって，留保賃金が高くなり，また，配偶者の所得が留保賃金の一部になる。そのため，
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¡1 留保賃金とは，労働者がわずかな時間であろうと就業を希望するための最低限の賃金である。留保賃金率

は労働者個々の余暇と消費に対する嗜好の違いによって異なってくる。例えば，子供の数が多く，末子の年

齢が小さいほど既婚女性の留保賃金は高くなる。



留保賃金は，既婚女性が未婚女性より高いと考えられる。日中を比較すると，日本の場合，公的育

児施設が不足しており，親からの育児援助が少ない。一方，中国の場合，公的育児施設が充実して

おり，また親からの育児援助が多い。そのため，婚姻状況が留保賃金に与える影響は，日本女性の

方が中国女性より大きいと考えられる。次に，労働需要側の要因については，日本企業において，

女性の「結婚退職制度」，「出産退職制度」の影響は，依然として存在し，出産・育児期に離職した

女性は多い。また，多くの女性正規者が，一旦離職をした後に，非正規として再就職する（四方・

馬　2006）。一方，中国の場合，計画経済期に，女性就業が促進され，出産・育児期における女性

の就業率が高く，しかも出産した後に，元の職場に戻って正規者として継続就業をする者が多い

（馬　2008d）。以上の理由で，婚姻状況が日本と中国女性の就業形態に与える影響は異なることが

考えられる。

以上のスイッチ関数の分析結果から，日中とも，性別，人的資本，職業，失業経験，婚姻状況な

どの各要因が正規者になる確率に影響を与えることが示される。また，国によって各要因の影響は，

それぞれ異なっていることがわかる。

次に，正規と非正規の賃金関数の分析結果について説明する。1nσ1，1nσ2，athρ1，athρ2の推

定結果についてみると，日中とも，修正項の推定係数は，統計的に有意であり，しかもこれらの推

定係数の有意水準は１％である。これらの推定結果により，正規と非正規に関する賃金関数の推定

に，正規と非正規の就業形態によるサンプルの非ランダムのバイアスが存在し，スイッチング回帰

モデルを用いた賃金関数の推定が必要であることが示される。以下では，サンプルの非ランダムの

バイアスを修正した就業形態別賃金関数の推定結果について説明する。

第一に，経験年数の影響をみる。日本男性の非正規就業者以外，日本においても，中国において

も，男女とも，経験年数の上昇とともに賃金が上昇し，この推定結果は人的資本理論に整合してい

る。経験年数一次項の推定係数については，中国女性の場合，正規が0.0240，非正規が0.0104であ

り，中国男性の場合，正規が0.0264，非正規が0.0435である。日本女性の場合，正規が0.0711，非

正規が0.0251であり，日本男性の場合，正規が0.0571，非正規が－0.0051である。これらの推定結

果により，経年年数の効果は，日本が中国より大きく，また，日本正規女性が一番大きいことが示

される。

第二に，学歴の影響をみる。高卒をレファレンスにすると，中国正規女性，中国正規と非正規の

男性，日本正規男性では，学歴が高いほど賃金が高くなる。これらの推定結果は，人的資本理論に

整合しており，馬（2007c, 2007d）の分析結果に一致している。

ただし，中国非正規女性，日本非正規男性，日本非正規女性の場合，教育水準がいずれも賃金に

有意な影響を与えていない。これらの分析結果により，日中両国とも，非正規の場合，高学歴が高

く評価されていないことがうかがえる。

第三に，他の要因の影響についてみる。企業規模について，中国の場合，企業規模が大きいほど，

男女とも，正規と非正規の賃金が高くなる。しかし，日本の場合，企業規模が男性正規就業者の賃

金のみに有意な影響を与えている。この分析結果の理由については，中国の場合，企業規模間の賃

金格差が存在するため，正規と非正規において，男女とも，いずれも大企業就業者の賃金が中小企

業より高いと考えられる。一方，日本では，企業規模が大きいほど，内部労働市場が発展した結果，
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男性就業者のみが優遇されるため，企業規模が大きいほど，男性正規者の賃金が高くなると考えら

れる。

以上から，教育水準，経験年数や企業規模などの要因は，日中の正規と非正規就業者の賃金に影

響を与え，また，各要因が両国の正規と非正規の賃金に与える影響はそれぞれ異なることが示され

る。ただし，具体的に各要因が，どの程度日本と中国におけるそれぞれの正規と非正規間の賃金格

差に影響を与えるかは，明確ではない。以下では，要因分解の結果を用いて仮説を検証する。

（2）正規と非正規間の賃金格差に関する要因分解の結果

日本と中国における男女別の正規と非正規間の賃金格差に関するOaxacaの要因分解の結果を，

表７と表８でまとめている。以下では，仮説検証を含む分析結果について述べる。

第一に，仮説を検証する。まず，仮説１を検証する。属性格差と非属性格差の寄与度についてみ

ると，中国の場合，正規と非正規の賃金格差における属性格差は，男性33.86%，女性27.63%であり，

非属性格差は，男性66.14%，女性72.37%である。一方，日本の場合，属性格差は，男性19.39%，女

性－71.10％であり，非属性格差は，男性80.61%，女性171.10%である。日中とも，非属性格差の推

定値は，いずれも属性格差より大きいことが示される。これらの推定結果は，前述したBaffoe-

Bonnie（2003）のアメリカに関する分析結果に一致している。これらの分析結果により，「日本に

おいても，中国においても，男女とも，非属性格差が正規と非正規間の賃金格差に与える影響は，

属性格差の影響より大きい」という仮説１が検証された。

次に，仮説２を検証する。非属性格差の推定値について男女比較をみると，日中とも，いずれも

女性（中国が72.37%，日本が171.10%）は，男性（中国が66.14%，日本が80.61％）より大きい。以

上の結果から，「日中とも，非属性格差が正規と非正規間の賃金格差に与える影響は，女性が男性

より大きい」という仮説２が検証された。

さらに，仮説３を検証する。日中を比較してみると，日本の場合，非属性格差の推定値（男性が
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表７　日中における正規と非正規間の賃金格差に関する要因分解の結果（男性）

（Oaxaca model）

出所：CHIP2002とKHPS2004により推定。

中国 日本

賃金格差の値 0.5016 0.4061

非属性格差 属性格差 非属性格差 属性格差

経験年数 15.17 5.27 108.02 2.47

学歴 －8.26 14.05 5.80 4.23

職業 －27.52 24.13 －116.92 8.69

企業規模 5.25 10.07 39.04 12.66

産業 39.91 －6.14 10.72 －3.07

地域 51.63 －13.52 －241.48 －5.59

説明変数 45.84 －194.82

定数項 20.30 275.43

合計 66.14 33.86 80.61 19.39



80.61%，女性が171.10%）は，中国の場合（男性が66.14%，女性が72.37%）より大きい。よって，

「中国に比べ，日本の場合，非属性格差が正規と非正規間の賃金格差に与える影響は大きい。非属

性格差の影響は，日本女性が一番大きい」という仮説３が検証された。

第二に，各要因の効果についてみる。①属性格差において，中国の場合，職業（男性が24.13％，

女性が22.74％），学歴（男性が14.05％，女性が15.81％）の影響が大きい。日本の場合，男性では

企業規模（12.66％）と職業（8.69%），女性では職業（－23.93%）の影響が大きい。日中とも，職業

分布の差異が，正規と非正規間の賃金格差に影響を与え，また，職業の効果は，男女によって異な

ることが示される（12）。

②非属性格差において，中国の場合，地域（男性が51.63％，女性が48.15％），産業（男性が

39.91％，女性が36.86％）の影響が大きい。日本の場合，経験年数（男性が108.02％，女性が

147.07％），産業（男性が10.72％，女性が59.89％）の影響が大きい。非属性格差に関する分析結果

により，以下のことが示される。まず，日中とも，産業間の賃金格差が女性の正規と非正規間の賃

金格差に寄与する。この理由については，女性の場合，非正規者は第三次産業に集中し，その労働

供給が労働需要を上回ると，第三次産業において，労働の超過供給が生じる。そのため，人的資本

が同じでも，第三次産業の場合，非正規者の賃金は低くなると考えられる。次に，経験年数につい

てみる。中国に比べ，日本の場合，経験年数に対する評価の差異は，正規と非正規間の賃金格差に

大きな影響を与え，こうした経験年数の影響は，女性が男性より大きい。この理由は，日本の年功

賃金制度にあると考えられる（小野1989；馬　2007ｃ）。具体的にいえば，日本企業の勤続年数と

年齢を重視する年功賃金制度は，現在までに依然として企業の賃金決定に大きな影響を与えている。

そのため，正規就業者の場合，経験年数の上昇とともに賃金が上昇する一方，非正規就業者の場合，

経験年数の上昇に伴って賃金がほとんど上昇しないため，経験年数に対する評価の正規と非正規間
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表８　日中における正規と非正規間の賃金格差に関する要因分解の結果（女性）

（Oaxaca model）

出所：CHIP2002とKHPS2004により推定。

中国 日本

賃金格差の値 0.5632 0.4135

非属性格差 属性格差 非属性格差 属性格差

経験年数 31.55 1.48 147.07 －24.24

学歴 3.35 15.81 －1.05 －8.08

職業 －3.25 22.74 －6.73 －23.93

企業規模 3.80 6.53 14.34 －1.56

産業 36.86 －6.79 59.89 －1.34

地域 48.15 －12.14 －92.62 －11.95

説明変数 120.46 120.90

定数項 －48.0％ 50.20

合計 72.37 27.63 171.10 －71.10

¡2 男女の職業分布の差異に関する分析結果は，李・馬（2006），馬（2007ｂ）に一致している。



の差異によって，正規と非正規間の賃金格差が生じると考えられる。

まとめ

本稿では，日本と中国の労働市場で生じている，正規と非正規間の賃金格差の要因について，

Oaxacaモデルを用い，計量分析を行った。主な結論は以下の通りである。第一に，日中とも，労

働市場は，正規と非正規によって分断されている。日本においても，中国においても，男女とも，

非属性格差が正規と非正規間の賃金格差に与える影響は，属性格差より大きい。第二に，日中とも，

非属性格差が正規と非正規間の賃金格差に与える影響は，女性が男性より大きい。第三に，中国に

比べ，日本の場合，非属性格差が，正規と非正規間の賃金格差に与える影響は大きい。非属性格差

の影響は，日本女性が一番大きい。第四に，属性格差の内訳をみると，中国においては，男女とも，

職業と学歴の影響が大きい。日本においては，男性の場合，企業規模と職業の影響が大きく，女性

の場合，職業の影響が大きい。日中両国とも，職業分布の差異は正規と非正規間の賃金格差に影響

を与える。第五に，非属性格差の内訳をみると，中国の場合，男女とも，地域と産業の影響が大き

い。一方，日本の場合，男女とも，経験年数の影響が大きい。

これらの計量分析の結果は，以下のような政策含意を持つと考えられる。第一に，分析結果から，

日本においても，中国においても，正規と非正規間の差別的取り扱いが存在し，労働市場は正規と

非正規の就業形態によって分断されることが示される。また，正規と非正規間の賃金格差に与える

影響は，非属性格差の方が属性格差より大きいことは，明確である。したがって，日中両国とも，

正規と非正規間の賃金格差を是正するため，制度的な変革が最も重要であることが示唆された。両

国とも，正規と非正規の就業形態に関わらず，公正な処遇を確保する政策の設定・実施することは，

重要な課題となっている（樋口　2008；胡　2003；張　2004）。

第二に，日本においても，中国においても，非属性格差の影響は，女性が男性より大きい。正規と

非正規間の差別的取り扱いの問題は，女性が男性より深刻化しており，女性の就業状況は二極化して

いることが示される。日中とも，女性における正規と非正規の均等処遇の問題を重視すべきである。

第三に，日本の場合，男女とも，経験年数に対する評価の差異が，正規と非正規間の賃金格差に

与える影響は一番大きい。したがって，日本において，男女とも，正規と非正規間の賃金格差を縮

小するため，企業内部の年功賃金制度の見直しを検討すべきである。

第四に，日中とも，職業分布の差異は，正規と非正規間の賃金格差に影響を与えることが示され

る。正規就業者が基幹業務を担当し，非正規就業者が補助業務を担当するため，業務あるいは職業

の差異によって，正規と非正規間の賃金格差が生じると考えられる。日中とも，職業分布の偏りを

是正するため，非正規就業の職域を拡大させることは，今後の課題である。

第五に，中国の場合，男女とも，教育水準の差異が正規と非正規間の賃金格差に与える影響は大き

い。中国の正規と非正規間の賃金格差を縮小するため，低学歴者に向く教育訓練政策は必要である。
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